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1991年7月 奈 良工業高等専門学校図書館 発 行

生 涯 読 書 の 基 礎 を

図書館長 田 中 冨 士 男

高校、大学生の本離れが進んでいるといいます。また日米の学生の読書傾向の比較調査によると、アメ

リカの学生は漫画にほとんど興味を示さないのに、日本では約30%の 高校生が週 3時 間以上漫画をみるそ

うです。奈良高専ではどうでしょうか。

電車の中で、立派な服装のビジネスマンらしい人が、革鞄から漫画雑誌を取出して読みふけるのを、時々

みかけます。本校の卒業生諸君にはあんなことはしてほしくないと考えます。

高専生の生活は、受験勉強も全体としてはないのですから、 5年 間の在学中には読書に親んでほしいも

のです。高専卒業生は大学卒に比べて、一般教養に欠けるといわれています。これを色々な傾向の読書に

よって克服 してはしいものです。

今年も、読書感想文のコンクールが行われますが、これなども、自分自身に本を読む習慣をつけるため

.の 菖警兵圭願集:上 屋唇豊讐患k来 たことのない人もいるようですが、週に1度 は図書館へ来て、自分に

合った本をみつけて下さい。雑誌の表紙を一督するだけで、何が流行 しているかが判 ります。バラバラと

目次を拾い読みするだけで、いま何が問題であり、だれがその分野の専門家であるかが判 ります。そうし

て興味のもてそうな分野の単行本をひもとくことによって、自分自身が一段と高められるのです。その中

で繰 り返 し読むことのできる愛読書もみつけることもできるでしょう。

高専での生活の中で、ぜひ生涯読書の基礎をつくってはしいものです。

さあ、早速に図書館へ出かけてみましょう。

読書週間は10月27日から11月10日迄です。

この期間図書館では、留学生の祖国マレーシヤ、インドネシア、タイを中心とした国々の理解を深める

と同時に、国際化社会における私達のあり方について学習していきたいと思っています。関連図書の展示、

講演会、ビデオ鑑賞会等の行事を行 う予定です。お楽しみに !
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卒 業 生 か らの メ ッセ ー ジ

図書館って何 ?
たい人はSF研 にきて自分だけの話を作ってみま

せんか ?最 後にちゃっかり宣伝 して しまいました

が、もっと気軽に本を読んでみて下さい。

図書館を10倍楽しく利用する方法

機械工学科 村 井 康 敏

皆さんは図書館に対 してどのようなイメージを

お持ちでしょうか ?勉 強部屋 ?資 料室 ?暇 潰 し?

もっと抽象的な印象として、堅苦 しい場所 ?人 そ

れぞれの印象があると思います。でもそれは図書

館に対する印象ではなく、図書、つまり本に対 し

て皆さんが持っている印象ではないで しょうか ?

「本=勉 強」だとか 「本=堅 苦 しい」 とか言った

印象がそのまま図書館に反映 して しまっているの

ではないで しょうか ?奈 良高専の学生は確かに他

の高校生に比べて図書館を利用する率は高いので

はないかと思います。 しかし、本を利用するのは、

レポー トを書 くためという極めて限定された項 目

になっているのではないで しょうか ?そ のために

そのような印象が出来上がっているのだと思いま

す。そもそも本 とい うのは何なんで しょうか ?

(しかし、「?」が多い文になってしまってますね。)

私はその本の著者が手にいれた、また発見 した知

識を多 くの人と共有 しようとするためのものだと

思っています。それは漫画や小説でも同じことで、
一つの世界や多 くの人間を作 り出すことによって、

著者自身が疑似的に体験 したことを広 く共有 しよ

うという意図のもとにあるのだと思います。そ し

て、私達はその本を手にすることによって知識を

発見 し、自分以外の誰かの人生を感 じることがで

きるのです。つまり図書館は世界中のあちらこち

らの人々の人生をかき集めたところだと言えるで

しょう。確かに他人が感 じたことをそのまま感 じ

取ることは難 しいで しょうし、自分が感 じたこと

をそのまま伝えることも難 しいでしょう。そう言っ

たことを考えながら本を読む必要はないとはおも

いますが、本を読むというのはそういうことだと

思います。始めのほうで言った 「暇潰 し」的図書

館の利用法も、良い図書館の利用法だと思います。

自分 という人間の空 き時間に、自分以外の人間を

体験する。そうやって、何人もの人間の経験を積

めば短い時間に何倍 もの意味を与えるとができる

と思います。

そ して、自分の体験や思いを他人と共用 してみ

電気工学科 上 東 憲 司

「卒業」という2文字が目の前に見えたとき、
「やっと卒業か」 という思いと 「もう卒業か」と

い

置 城 整 竪 窒 纏 しぃけれど、まだ ●

や り残 してることが多いので、 「卒業」という2

文字に何か引っかかるというか、後ろ髪を引かれ

ているという感 じがしているのであります。

後ろ髪を引かれる原因、そのうちの一つは、私

が所属 していたクラブ (おもに文芸同好会)の こ

とであり、もう一つは、 「ここで書 くとなんかヨ

イショといった感 じがするが・…・・)2年 間にわたっ

てカウンタrで 職員さんたちのお手伝いをしてい

た図書館のことであります。

今書いたように、私は約 2年 間にわたって昼休

みにカウンターに座 って図書館で図書の貸出業務

の手伝ぃをやっていました (足をひっぱっていた

だけかも知れませんが……)が 、さすがにそれだ

け長い期間、カウンターから図書館を見ていると

利用する学生たちの傾向が見えてきます。図書館

を利用する学生の絶対数は増加の傾向にあるので

すが、 しかし、まだその人達は満足に図書館を利

用 しきれていないと思いました。

そこで、どうすればみんなが、もっと図書館を

有効に旦つ楽 しく利用できるのか書き示 してみた

いと思います。 (なんて長いプロローグ……)。

まず、今の図書館の現状ですが、今一番多い利

用は何 といっても、各学科のレポー トや卒業研究

などに用いられる参考書及び教科書、辞典類の利

用です。 これは高学年を中心 としたほぼ全校生が

利用 しているで しょう。まぁ、この学校の図書館

自体がそのために存在するといっても過言ではな

いのですから。

ですがその反面、小説などの文学関係の利用は

極端に少なくなっているようです。実際はずっと

見ている訳ではないのですが、昼休みにカウンター
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から見ている限 り、小説その他の並んでいる本概

の辺 りはいつも人影がまばらで、その人影自体 も

大抵が常連といってもいいくらいで、それ以外の

人はほとんどいないと言っても差 し支えないよう

です。

そのような現実を見ると私は、 「もっと色々な

本を読んで くれ !」 と叫びた くなります。色々な

本を読むことで、きっと図書館を今までの10倍、

いやもっと有効に楽 しく利用できることでしょう。

その理由は、まず知識が広 く得 られるというこ

とです。勉強もそ うですが、この時期に得た知識

というものは永遠の財産であるからであり、その

知識によって、自らの専攻分野を更に深 く知るこ

とができるものと思われるからです。

もう一つの理由は、自分をもう一度見つめなお

すことができるということです。悩んでいる人に

とっては無作為に一冊の本を読むことで、ひよっ

としたら悩みが解決できるかもしれないし、自分

を変えることができるかもしれません。ちなみに

私は今、趣味で小説や詩を書いておりますが、こ

れは私が 3年 の時に図書館で読んだ、新井素子先

生の 『あた しの中の……』を読んだのがきっかけ

となっております。

更にもっと図書館を有効に楽 しく利用するには、

やはり図書委員会をうまく矛じ用することでしょう。

図書委員会とは、図書館で新 しい本やビデオ、

LDを 購入するときに買 う本などを選定 した り、

図書館職員さんたちのお手伝いをした りする委員

会です。年に 1～ 2回 アンケー トもとっています。

この委員は各クラスに一人はいるはずですから、

その人に 「この本入れて」と嘆願すると、いつ し

か図書館に入ることもあった りするわけです。確

か、手塚治虫先生の 『プラックジヤツク』や 『ア

ドルフに告 ぐ』をは じめとする漫画類は、こうし

た方法で入ったものだったと思います。

これらの、 『図書館を10倍楽 しく利用する方法』

を最大限に実効に移すことで、みんながより楽 し

く図書館を利用でき、利用することによって新 し

い図書館への要望が増え、その結果更に図書館が

便利に使いやす くなり、また利用者が増える。ま

たその利用者が要望を……と、加速度的好循環 と

か、 『風が吹けば桶屋がもうかる』的論理 といっ

た りするものが成立 して しまつた りするのです。

というわけですので、みんなももっともっと図

書館を使ってやつて下さい。図書館はスルメのよ

うに使えば使 うほど味が出てきて面白くなってい
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ていくものです。そ して、一人一人の力を合わせ

てみんなの図書館をもっと楽 しく利用できるよう

にしていって下さい。

コミュニケーション情報の素材

化学工学科 辻 本 達 哉

パーソナルコミュニケーションは会話や手紙を

使ってできるので相互の伝達である。受け手から

送 り手ヘフィー ドバ ックが難 しいのが大衆伝達で

あるマス ●コミュニケーションで、その媒体がマ

ス ・メディアであるTV・ 新聞 ・書籍などがある。

以上は人間特有の高度なコミュニケーション能

力であり、科学技術の発展による物質的満足、そ

して、人間性に由来する精神的安定性に寄与 して

いると思 う。

会話 ・手紙、そ して、印帰J。電波によるメディ

アの発達で情報の大量伝達が可能になった。書籍

は古来からあるメディアであり、既に、奈良時代

には 「芸亭」という図書館が存在 した。
一般に本屋は利潤を獲得するために書籍のジャ

ンルに必然的に偏 りが生 じることになる。それに

対 し、現代の図書館は過去から現在に至る書籍の

集積地 としての機能も果たすと思 う。そのため、

数年前のベス トセラーを見つけた りすることがあ

り、図書館は時間的な空間を感 じることがある。

また、むかし、中学の時に閉室 していた図書室に

入る機会があって、山積み していた本から当時と

しては衝撃的な本を見つけて、みんなで慌てあた

めいたという記憶を思い出させる本があり、その

頃の事をなつか しく感 じた。 (ちなみに、一応そ

の本はお堅い本であることを明記 しておこう。)

この発見は、卒業間近になって図書館をじっくり

探索 してみた結果なのだが、時間の不可逆性を意

識 していても時期が時期だけに思いがけず過去と

のコミュニケーションの場になって しまった。 こ

のように、館内散歩をするだけで意外 と図書館で

自分にとって新 しい発見ができるかもしれません

よ。

さて、ここで本の紹介をするべきであるが、私

は毎週または毎月発売される 「現在の本」を優先

する傾向があったために先輩方が 「卒業生からの

メッセージ」によく書かれたように本の紹介はで

きないことを御了承願います。

ところで、皆さんは様々なコミュニケーション



をし、情報の送 り手になったり、受け手になり情

報の授受を行 うのであるが時には、伝達される素

材のやに虚偽純度100%の 「噂」が先入観 ・外見

イメージの加工工程を経て、偏見 ・誤解の副産物

を伴い、推量の意味を含む 「略」がいつのまにか

断定され、間違った固定観念が形成されることを

しばしば経験されたことだろう。これは共同体の

中では、fase to faseによって成員に瞬 く間に

伝達され、かつ、発信源が不現で責任の所在が明

確でないことが多い。このようなfase to fase

のパーソナルコミュニケーションは人間の孤立感

を癒すどころか、人間疎外を生み出すことにもな

りうる。コミュニケーションの難 しさを感 じるこ

とがあると思うが特に人の情報については高度の

配慮を持って対処するべきであると思う。

私たちはコミュニケーションする時に必要な様々

な情報をス トックしている。情報の取拾選択も必

要だが、図書館を情報収集の場とするなり、図書

館の新 しい利用の仕方を考えるなり、多機能な活

用をするのも良いのではないでしょうか。

最後になりましたが、この場をお借 りしまして、

お世話になった高専の皆様に厚 く御礼申し上げま

す。

(寄贈者名)

本校名誉教授三木芳

男氏

松下電器産業KK

日本リクルートKK

日本興葉銀行

科学技術教育協会

電気事業連合会

ものみの塔聖書FJl子

教会

電気事業連合会

三惨社

寄贈 図書 リス ト

(書  名 )

O原 色 日本の美術 (全30巻)

O原 色世界の美術 (全30巻)

O現 代 日本の美術 (全18巻)

O松 下幸之助発言集

O求 人広告半世紀

O小 説 日 本興業銀行 1～ 5

高杉 良  著

O三 菱商事 (まんが)

さいとうたかを著

。ある日の藤成さん親子一原子

炉の暴走は防げるか一 (ピデ

オ)

O聖 書全体は神の霊感を受けた

もので有益です

。さんすい一いま日本のエネル

ギーを考える正一

石井威望編

。自由ベル リン賛歌

図書館委員会 ・学生図書委員会 活 動スター ト!

図書館委員会

館 長  田 中 (月 )

図書部会   視 聴覚部会  可 容母要部会

○井日 (木)

西田  (火 )

土井  (木 )

植村  (金 )

小浮  (水 )

○溝端 (金 )

森   (水 )

西田  (火 )

土井  (木 )

小澤  (水 )

○は部会長

〈 )の中は担当曜日

○京兼 (月 )

簿端  (金 )

森   (水 )

植村  (金 )

井日  (木 )

学生図書委員会メンバー

※ M A MBoS E I C

１

２

３

４

５

谷 田充孝

居谷
多怠子

藤本周作

◎ 田 口 努

中り!1菩照

植口豊啓

中井亜子

永里智宏
長久勝晶

○楠欣宏

宮本圭介

細 矢 尚 之

三 上 信 哉

山 口 順
一

鈴 木 孝 臣

高 尾 征 志

山 本  堂

芳 りi「高 広

失 野  場

伊 藤 書 代

山 田  簿

小 菅 暁 性

上 村 秀 之

清 水  準

川 西 雅 子

松 日

案 菩 子

◎委員長 ○ 副委員長
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平成 3年 度 読 書感想文 コンクールについて

今年も、夏休み恒例の読書感想文 ヨンクールを、図書館委員会と国語科の共催で行います。先生方

から推せんされた図書は、すべて参考図書として リス トに挙げました。 1、 2年 生の選択の目安 とし

て☆印をつけましたが、いずれの学年も他から自由に選んでよいことになっています。

図書館カウンターに並べておきますので、よく考えて選んで下 さい。

リ     ス      ト

く文 学 作 品 の部 >

☆ 四万十川 笹  山  久

☆ ウツホホ探検 隊    千 メuあ が

☆夕鶴 (彦市 ば な し) 木  下  順

☆遠 き落 日 (上 ・下) 渡  辺  淳

☆静 かな ノモ ンハ ン  伊  藤  桂

草 の か ん む り 伊 井 直 行

鞄 に本だ けつめ こんで 群  よ  う  こ

冴子 の東京 ものがた り 氷 室  冴  子

<文 学作品以外の部>

☆
蓋観撃断方悪覇国人 たかしょぃち

☆ ご く普通 の在 日韓 国人 姜   信  子

☆淋 しい ア メ リカ人   桐  島  洋  子

☆ パ ソコン入門    石 田 晴 久

☆青春 とはなにか    真  継  伸  彦

開け心 が窓 な らば   黒 田  清 他

湖 の伝説       梅  原    猛

ゴ ッホの手紙     小  林  秀  維

解体新書       杉  田  玄  白

図解  豊 か さの栄養学 丸元淑生 ・康生

図解  豊 か さの栄養学  ″   ″

空 デ=は
新世代 ヨンピ

屯L前 淳 一 員ト

現代 を見 る歴史    堺  屋  太  一

国語入試 問題 必勝法  清  水  義  範

ペ トナム戦記     開  高    健

オー ス トラ リア6000日 杉  本  良  夫

品奪
に よる朝鮮支配 の

差   在  彦

黄河 の本       貝  壕  茂  樹

人生論 ノー ト    三  木    清

た

河  出

福  武

新  潮

集 英 社

講 談 社

新  潮

集 英 社

年1  サl i

岩  波

新  潮

理 論 社

朝   日

文  春

岩  波

ブ雪ヨ  サl i

新  潮

タヨ  ) ! |

岩  波

新  潮

チヨ宮  り| |

新  潮

講 談 社

親   日

岩  波

朝 日 カ
ルチャー

タヨ  サ| |

新  潮

夜又 ケ池 ・天守物語  泉    鏡  花

夢十夜 ・硝子 の中   夏  目  漱  石

ジ ュ リア

五 重 碁

変 身

暗夜行 路

家 ( 上
・

下 )

リリアン・へ"マ ン

幸  口  露 伴

志 賀 直 哉

島 崎 藤 村

●  :???質問・相談・なんでもヨーナー〃〃″〃″″材

'⑥図讐館にあることは分かっても、いざ本を,
'捜すとどこにもない。見つけるコツはあるの1'

1でしようか?            ″

:④本がないのは、①誰かが借りている②ある"

'べき場所に本が置かれていないので見つから,
,ない。③教官研究費購入本である、等の理由"
'が考えられます。係でも配列など皆さんに分ケ
,りやすくと努力はしているのですが・・ちやは,

'リ
ー番のコツは、よく図書館を利用 して図書 ケ

:館を熟知するという一言に尽きるのではない打

,でしょうか。               ケ
????????????????????′ ′″″″″″″″″″″″″″″〃

へ /ヽ′
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心 に残 る一冊 の本 ―あなたにも薦めたい一  (そ の1)

情報の氾濫が、ますます私たちの思考力を低下させているような気がします。年間4万 冊ともいわれ

る出版物。その量の多さが、かえって私たちを
“
読書の楽しみ

力
から遺ざけているのではないでしょう

か。

どうすれば、自分で考え、自分の視点でものを見、選ぶことの出来る人間になれるので しょう。何を

読むべきか…と立ち止ったままの人だっていると思います。そんな人は、まずこの一冊の本を最後まで

読み通すことで、初めの一歩 としましょう。

薦められた一冊の本が、 4素 晴 しい出会い
"と

なることを願って、図書委員の先生方に心に残 る 『一

冊の本』を選んで頂 きました。

「や り直 し英語」成功法

守 誠 (著) 講 談社

『星の王子様』
サン・デグ・ジュペリ(著)岩 波書店

◇ こ の本に出会ったきっかけは、高校生のときテレ

ピで大映の 「悪名シリーズ」 (勝・田宮 主 演)を

みたことによります。大学に入学 した時にこの本を

◇ 著 者によれば、円高が最近の 「英語フィーバー」

を生んだと言 う。大企業はもちろんのこと、中小 ・

零細企業でさえも海外でモノを作 り、それを日本に

騒斎魯じ賃香審げ急髪をど格盆と言往百F唇客雪二嚢釜薔登醤笹是召二子管と伝をを手含誘ぼ香茅●
ネスマンに限った話ではない。将来エンジエアを目指す高専の諸君にも当てはまると言ってよい。著者

が言うように、英語が土足で日本のあらゆる職場に入り込んできた以上、何が何でも英語を物にせにゃ

ならんと言うことになる。彼の示す英語上達法は明快である。

(1)焦 らずに、 「中学英語」で基礎作 り

(2)覚 えよう、少し多めの英単語

(3)リ スニング、もっと増やそう、恥かこう

中でも、(1)の中学校の教科書の中からの引用による解説は、具体的かつ説得力がある。

(一般教科 溝 端清一)

◇ 私 はこれまで人並には本を読んできたつもりです。

しかし、非常に忘れっぼい性格なもので、読んだと

きの感動を心にとどめておくことが出来ないのです。

『星の王子 さま』は別で、絵がた くさんあったからか、もう25年以上も前に読んだ本なのになぜか心に

残っています。

この本はおとなにとっては頭の痛い本です。 「おとなは、だれも、はじめは子どもだった。 しか し、

そのことを忘れずにいるおとなは、いくらもいない。」と、作者は言います。まさにその通 りです。我々

漂;螢官t、干虜亀掻啓護亀こ:;景:岳紀言奮岳呂告t呈導経に必讐省亀子宮掌:♀景見己元客百と忌I●
目に見えないんだよ」。豊かな心を持つことの大切さを教えてくれる本です。 (機械工学科 森  教 安)

悪 名

今 東 光 (著) 新 潮社

買いました。社会人になってからは、ビデオを集めた次第です。

今日、 「金 ・金 ・金」が賓美され人道が軽視される傾向が蔓廷 しているなかで、 「弱きを助け、強き

をくじく」主人公の生きざまに非常に感銘を受けました。時代おくれの作品かもしれませんが、日本人

気質というものをこのシリーズで学んだような気がします。

また、 「力をもって、力をかえす。」こと、これが男の本質であることを教えてくれた本でもありま

す。この意味は、 「とかく 『ョネ』と言う言葉をよく耳にしますが、頼れるのは自分だけという強い意

思をもって、問題に取 り組む姿勢が重要であり、力を蓄えることによって仲間の形成や目指すものに到

達できるという強い信念に基づいて行動することである。」と私は解釈 しています。

(情報工学科 植 村 芳 簡)
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国際化社 会 を迎 えて

国際交流を深めよう! ―'91読
書週間のテーマよリー

私たちを取 りまく内外の情勢は、この十年著 しく変化 しています。政治問題、経済問題、環境問題等

どれをとっても、世界的な視野で論 じなければならない時代を迎えています。

同時に、企業の外国への進出、海外旅行の増加等で、外国は今までになく身近なものとなりました。

それゆえ、学者やジャーナ リス トの論を待つまでもなく、国際交流の機会はますます増え、私たち現代

人の大きな課題となりつつあります。

しか しながら現実には、一歩踏み込んだ諸外国との相互理解 ということになれば、まだまだというの

が事実ではないで しょうか。

留学生を 7名 も迎えているわが奈良高専でも、これらの問題をもっと身近なこととして理解を深める

ため、今年の読書週間のテーマを
“
国際交流

"と
することにしました。

●れ古ダ舜富属緊ご蓄予1軽堅;笛拠品集あこ私亀乙範造社乙絵言とを猛芦
さ

読書週間期間中には、関連図書の展示、講演会、ビデオ鑑賞会などを同時に行う予定です。

国際協 力 につ いて
電気工学科  京  兼   純

国際化が宣伝されて久しい我国にあって、国際協力という仕事でインドネシアに赴任し、帰国して一

年が過 ぎ去った。この間、教えまた教えられた事項は、移 り行 く季節感を持つ日知 りの民と、雨期と乾

期の差はあるものの、大きく変動 しない状況の人々との接点を見出す ことが、いかに難 しいかというこ

とであった。先進工業国が持っている常識が、ややもすれば虚構の上に成 り立っているのではないか、

というような錯覚に囚われることもしばしばあった。人間の幸せとは一体何なのであろうかと、 『フッ』
と考えさせられたこともあった。

自然科学は、民俗と風土によって醸 し出す文化 とは無関係に、常に普通かつ共有性を持ち、根づいて

いくものと一般に常識 として提えられているが、ここにきて若千怪 しくなりもした。 日本のような高度
に発展 し、成熟 した工業社会のこうした文化を移転することが、果た してこれまでの常識の範囲で対応
できるものなのか、さらには技術移転そのものが可能なのかどうか、あるいはこうした類のものは、時

間の流れに委ねられ自然に解決されるのを待つ しかないのであろうか…と、身を持って勉強させられた

●
と

をユを督藤唇r圭 三をぢ脅畳子 スコ .世界銀行等の国際機関の調査 (JICA資料より抜粋)に よれば、

読み書 きや基本計算のいわゆる識字教育の機会を持てない人は以下のようになっている。

*1億 人の子供たちが教育の場を持てない、

*成 人の人日の 9億 人が読み書きや基本計算が出来ない、

*し かも現在のペースでは成人の非識学者の数が増加する。

このような状況下では、私達が持つ文現を共有 し、語 り継 ぐことさえも不可能に近 くなるのも事実であ

る。勿論、人の満足感や価値観は物質文明だけで計測できるものではないが、多 くの途上国で抱えてい

る貧困 ・飢餓 ・健康問題 ・慢性栄養不良 ・幼児の死亡率増大などを改善する最良の道として、識字教育
や基礎教育が必要であるのは言を待つまでもない。

今後の世界情勢は杏として定かではないが、先進国に生を授けられた者の一人として、校葉末節の問

題を内在 させつつも、世界の地域格差の解消が我々に課せられたテーマであると受け止めているし、そ

うありたいと願っている。

※ 読 書週間は10月27日～11月10日迄です (ご意見等、お寄せ下さい。)
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M S E  I  C M S E  I  C M S E I C M E I C M S E  I  C 教

職

員l 学 年 2 学 年 3 学 年 4 学 年 5 学 年

平成 2年 度 図書館利用統計

昨年度の年
間貸出冊数は、
10,7011■でし
た。

一
昨年は

11,100冊 で、

全国611高専の

中で 8番 目と
いう好成績で

した。各校の

条件があり、
一概に比較は
できませんが、

本校の皆さん

は、活字離れ
の世代と言わ
れながらも比

較的よく読書
をする (レポー

トのためかも)
部類に入 りそ

うです。

1年 1840冊 17%

2年 1698冊 16%

3年 1693冊 16%

4年 2558冊 24%

5年 2157冊 20%

職員 749冊  7%

分類別蔵書冊数 (1991.4

塞
剛
田
□
醐
■

820冊8%

85冊1%

222冊2%

238冊2%

2142冊20%

3,731冊35%

39冊 0%

835冊 89F

341冊 3%

2248冊21%

編集後記
◎今回は、活字から遠ざか

りがちな皆さんに一冊でも

多くの本を読んでもらおう
という方針を打ち出して編
集しました。いかがでした
でしょうか。

◎希望図書を購入していま

すが、 “言いっばなし
'に

なってはいませんか。折角
希望がかなったのですから

是非読んで下さい。

扇慕慰総記

| | 1哲 学

Z多勿歴史

塵室∃社会科学
llllllllllll自然科学

匿垂ヨエ学技術

E王コ産楽

臣襲ヨ芸術美符

屋雲∃苦学
| | 1文 学

●

学年別統計表 分類番号別統計表

饉別 総記 哲学 歴史
会

学

社

科

然

学

自

科
工学 産業

術

育

芸

体
語学 文学

庫

書

文

新
合 計

和 書 3,12 2,3ぼ 4,眠 2,盟 tl,611 6,021 狐 3,041 8,韻 4,1駅 詢,985

洋 書 3 9 t 抵 段 1慨 2,08t 1,S駆 101 1,271 1,電廟 7,397

合計 3,52を2,57[ 4,鍋 2,991 3,α労 2 3 23,241 0,は 4,1側 57,382
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